
MusicBallの魔法
Blenderで⾳楽と
映像の融合を魅せる
Blenderを使って、⾳楽に合わせて踊るビー⽟のアニメーション「MusicBall」を作りましょう。この
魅⼒的なプロジェクトは、3Dモデリング、アニメーション、物理演算、そして⾳楽のタイミングを組み
合わせた、創造性溢れる作品です。初⼼者の⽅でも、⼀歩⼀歩進めていけば、素晴らしい作品を作り上
げることができます。さあ、Blenderの世界に⾶び込んで、⾃分だけのMusicBallを作る冒険を始めま
しょう！



プロジェクトの準備：創造の舞台を整える
Blenderを開いたら、まず作業環境を整えましょう。既存のオブジェクトを削除し、画⾯をクリアにし
ます。これは、⽩紙のキャンバスを⽤意するようなものです。次に、出⼒設定を調整します。縦⻑の画
⾯設定は、スマートフォンでの視聴に最適です。フレームレートの調整も忘れずに。
この準備段階は、創造的なプロジェクトの成功に不可⽋です。整理された環境で作業することで、アイ
デアが⾃由に流れ、創造性が⾼まります。⼼地よい作業空間を整えることで、⻑時間の作業も楽しく進
められるでしょう。

1 既存オブジェクトの削除
キューブ、カメラ、ライトを選択し、Xキーを押して削除します。これにより、新しい
プロジェクトのための空間が⽣まれます。

2 出⼒設定の調整
解像度を1080x1920に設定し、縦⻑の画⾯を作ります。これは現代のSNS動画に適した
形式です。

3 フレームレートの設定
FPSを30に設定します。これにより、滑らかな動きと適切なファイルサイズのバランス
が取れます。



鍵盤とビー⽟：主役の登場
次は、アニメーションの主役となる鍵盤とビー⽟を作ります。平⾯から始めて鍵盤を形作り、UV球でビー⽟を表現します。これら
のオブジェクトは、単なる形ではありません。⾳楽を視覚化する重要な要素なのです。
鍵盤の作成では、細部にこだわりましょう。実際のピアノの鍵盤を参考に、適切な⽐率や質感を再現します。ビー⽟は、光の反射
や屈折を考慮し、美しく輝くように設定します。これらの細かな調整が、最終的な作品の質を⼤きく左右します。

鍵盤の作成
平⾯を追加し、サイズ調整と回転を
⾏います。編集モードで押し出しを
使い、⽴体的な鍵盤を形成します。
テクスチャを適⽤して、リアルな⾒
た⽬に仕上げましょう。

ビー⽟のモデリング
UV球を追加し、適切なサイズに調整
します。マテリアルを設定して、ガ
ラスのような質感を再現しましょ
う。光の反射や屈折を考慮し、リア
ルな輝きを表現します。

配置と調整
鍵盤とビー⽟を適切に配置します。
ビー⽟が鍵盤上を⾃然に転がるよう
に、位置関係を慎重に調整しましょ
う。物理演算の設定も忘れずに。



レールの設計：ビー⽟の軌跡を描く
ビー⽟が転がるレールは、アニメーションの流れを決定する重要な要素です。NURBSカーブを使っ
て、美しく機能的なレールを設計しましょう。カーブの形状は、⾳楽のリズムや雰囲気を反映させると
良いでしょう。
レールの設計では、物理的な正確さと視覚的な魅⼒のバランスを取ることが⼤切です。急すぎる傾斜や
不⾃然な曲がり⽅は避け、ビー⽟が⾃然に流れるような曲線を⼼がけます。また、カメラアングルを考
慮し、最も美しく⾒える⻆度からレールが⾒えるよう⼯夫しましょう。

1
NURBSカーブの追加
Shift + Aで「カーブ」→「NURBSカーブ」を選択し、基本的な曲線を作成します。

2
カーブの編集
編集モードでカーブを調整し、⾳楽に合わせた魅⼒的な軌道を設計します。

3
物理演算の設定
レールとビー⽟に「リジッドボディ」を設定し、⾃然な動きを実現します。

4
テスト＆調整
アニメーションをプレビューし、必要に応じてレールの形状や物理設定を微調整します。



⾳楽との融合：リズムを視覚化する
MusicBallの魅⼒は、⾳楽とビジュアルの完璧な調和にあります。YouTubeのオーディオライブラリから選んだ⾳楽を、Blender
のタイムラインに統合していきましょう。⾳楽の波形を視覚的なガイドとして使い、ビー⽟の動きと鍵盤の反応を細かく調整しま
す。
この段階では、⾳楽の細かなニュアンスにも注⽬しましょう。ビートだけでなく、メロディーの起伏や楽器の変化なども、アニメ
ーションに反映させると良いでしょう。例えば、⾼⾳部分ではビー⽟を⾼く跳ねさせたり、低⾳部分では鍵盤を⼤きく揺らしたり
するなど、創造性を発揮してください。

⾳楽の選択とインポート
YouTubeのオーディオライブラリから
適切な⾳楽を選び、Blenderにインポ
ートします。著作権に注意し、使⽤許
可のある⾳楽を選びましょう。

タイムラインの調整
⾳楽の波形を参考に、ビー⽟の動きと
鍵盤の反応をタイミングよく合わせま
す。キーフレームを使って細かく調整
し、⾳楽とアニメーションの同期を図
ります。

視覚効果の追加
⾳楽の盛り上がりに合わせて、パーテ
ィクルエフェクトや⾊の変化など、視
覚的な効果を加えます。これにより、
⾳楽の雰囲気をより強く表現できま
す。



カメラワーク：魅⼒を引き出す視点
優れたカメラワークは、MusicBallの魅⼒を最⼤限に引き出します。固定カメラで
はなく、ビー⽟の動きに合わせて動くカメラを設定しましょう。トラックコンスト
レイントを使えば、ビー⽟を⾃動的に追従するカメラの動きが実現できます。
カメラの動きは、単にビー⽟を追いかけるだけでなく、⾳楽のリズムや雰囲気も反
映させましょう。例えば、テンポの速い部分では迫⼒のあるクローズアップを、ゆ
ったりとした部分では全体を⾒渡すワイドショットを使うなど、変化をつけます。
また、被写界深度や動きのブラーを適切に使⽤することで、よりシネマティックな
仕上がりになります。

1 カメラの配置
Shift + Aでカメラを追加し、最初の位置を設定します。全体の構図を考慮
し、最も魅⼒的な⻆度を選びましょう。

2 トラックコンストレイントの設定
カメラを選択し、ビー⽟を右クリックしてCtrl + Tでトラックコンストレイ
ントを追加します。これにより、カメラがビー⽟の動きを⾃動的に追従しま
す。

3 カメラの動きの調整
キーフレームを使って、カメラの動きを細かく調整します。⾳楽のリズムに
合わせて、ズームインやパンなどの動きを加えると、よりダイナミックな映
像になります。

4 視覚効果の追加
被写界深度や動きのブラーを適切に設定し、よりプロフェッショナルな仕上
がりを⽬指します。これらの効果は、視聴者の注⽬を引き、映像の質を⾼め
ます。



環境設定：舞台を演出する
MusicBallの世界をより魅⼒的にするため、背景や照明を設定しましょう。単なる
⽩い背景ではなく、⾳楽の雰囲気に合った環境を作ることで、作品全体の印象が⼤
きく変わります。
背景は、単純な平⾯だけでなく、曲⾯や⽴体的な要素を加えることで奥⾏きが⽣ま
れます。また、テクスチャや材質を⼯夫することで、より豊かな表現が可能になり
ます。照明は、単⼀の光源だけでなく、複数の光源を組み合わせることで、陰影の
ある魅⼒的な空間を作り出せます。カラーグラデーションやボリュメトリックライ
ティングなどの技術を駆使して、幻想的な雰囲気を演出しましょう。

背景の作成
平⾯を追加し、テクスチャや材質を適⽤して魅⼒的な背景を作ります。曲⾯や⽴体
的な要素を加えて、奥⾏きのある空間を演出しましょう。

照明の設定
ポイントライトやスポットライトを追加し、シーンに適切な明るさと陰影をつけま
す。カラーグラデーションを使って、雰囲気豊かな光の演出を⾏います。

パーティクルの追加
空気中の粒⼦や光の粒⼦を表現するパーティクルシステムを設定し、より幻想的な
雰囲気を作り出します。

カラーグレーディング
全体の⾊調を調整し、統⼀感のある⾒た⽬を実現します。⾳楽の雰囲気に合わせ
て、暖⾊や寒⾊を選択しましょう。



仕上げと完成：MusicBallの誕⽣
いよいよ最後の仕上げです。全ての要素が調和しているか、細かくチェックしまし
ょう。ビー⽟の動き、鍵盤の反応、カメラワーク、背景、照明、そして何より⾳楽
とのシンクロが完璧か確認します。必要に応じて微調整を⾏い、作品全体の質を⾼
めていきます。
レンダリング設定も重要です。⾼品質な出⼒を⽬指しつつ、レンダリング時間との
バランスを取ります。最終的なファイル形式やビットレートなども、配信プラット
フォームに適したものを選択しましょう。完成したMusicBallは、あなたの創造性
と技術⼒の結晶です。⾃信を持って世界に発信し、視聴者の反応を楽しみましょ
う。このプロジェクトで得た経験は、今後のクリエイティブな活動に⼤きく役⽴つ
はずです。
チェック項⽬ 確認ポイント
ビー⽟の動き ⾃然で滑らかか
鍵盤の反応 ⾳楽に合っているか
カメラワーク 適切に追従しているか
背景と照明 雰囲気を適切に演出しているか
⾳楽とのシンクロ 完璧に合っているか



まとめ
MusicBall は、⾳楽とビジュアルを融合させた新しい表現⽅
法です。ビー⽟、鍵盤、そしてカメラワークを組み合わせるこ
とで、⾳楽のリズムとメロディーを視覚化します。
このプロジェクトでは、創造性と技術を駆使し、独⾃の 
MusicBall を制作することができます。創造⼒を解き放ち、
新たな世界を創造しましょう。
ピグのインスタをチェック

https://www.instagram.com/pigu_gpt/

